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1富山大学大学院医学薬学研究部（医学）解剖学・神経科学講座
ALでは学修者の活動と探求に焦点を当て，学修者が主
体になって問題を探索し，解決にたどりつくための道筋
を模索する。医学教育では，9０年代からALの一形式で
ある問題基盤型学修（Problem-BasedLearning，PBL）
が主に行われ，２０００年代に入って多くの成果を生み出し
てきた。しかし，PBLだけでなく多様な方法を利用した
ALの模索が求められている２）３）４）。
　基礎医学教育の中でも解剖学とくに肉眼解剖学実習
は，長い期間を経て形式が確立されてきた分野であ
る５）６）。実習カリキュラムは古くからの手法に依存する
背　景
　講義を中心に据えた従来型の教育では，学修者は受動
的に知識を受け取るだけで，学修に対する能動性が育ま
れないという問題点が指摘されてきた。特に医学の分野
では，医学知識が日進月歩に発展し続けているため，知
識そのものだけでなく知識を得る方法の習得が求められ
る。そこで，受動的な講義形式から学修者中心の学修へ
と転換をはかる方法として，能動的学修（アクティブ
ラーニング：activelearning，AL）が重視されている1）。
知識と技術の網羅に焦点を当てる従来型の教育に対し，
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要　　旨
　反転授業は，ビデオ教材を利用した授業外学修で理解の基盤を作成した後に，対面型授業で理解を深
める能動的学修（activelearning）の一形式である。私達は「解剖学および解剖学実習」において反転
授業を行い，（ 1 ）能動的活動時間の増加，（ ２ ）授業外学修の質の向上，（ ３ ）授業内外の学修の組織化，
という効果を認めたが，（ ４ ）学ぶ意思の少ない学修者へのモチベーションの喚起と維持，（ ５ ）学ぶ意
識の高い学修者への介入過多，という課題があった。反転授業は全体の教育設計の中で機能するので，
ビデオ教材と講義・実習・授業外学修の組み合わせとその整合性が重要である。
Abstract
　Invertedorflippedclassroomsareanactivelearningmethod,withlecturestakingplacethrough
video learning aids outside of class,where learners acquire basic information and then engage in
participationwithactiveinteractionsbetweenlearnersandinstructorsinclass.Thus,whatisdonein
class and out-of-class is flipped, or inverted.Here,we report the effects andproblems of inverted
classrooms in human anatomy practice. The inverted classrooms resulted in increasing time of
dissectionpractice,increasingqualityofout-of-classlearning,andbetterorganizationofin-classand
out-of-class learning; however, there were also problems in addressing low-motivated students’
attention and interference with high-motivated students’ concentration in class. Because inverted
classroomsrequirebothactivelearningin-classandlearningaidsout-of-class,intheoverallinstructional
design,itisimportanttobalanceadequatecombinationsbetweenthetwo.
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おり，授 業 内 容 を 教 室 外 で 提 供 できるようになっ
た1０）11）1２）。加えて，教材を視聴するために用いるスマー
トフォンやタブレット端末が広く普及しており，反転授
業を実践するための環境は整っている。ビデオ教材を提
供することで学修者の自習を補助できれば，学修者の自
主的な授業外学修を促し，解剖学実習におけるALの実
践を助けることが期待される。近年，ニューヨーク市立
大学が解剖学と生理学のカリキュラムにおいて反転授業
の導入を試み，学修者のモチベーションや実習に取り組
む姿勢に改善が認められた事を報告した1３）。しかし，世
界的にもこのような試みはまだ始まったばかりであり，
日本国内でも解剖学実習に体系的に反転授業を導入した
事例は報告されていない。そこで私達は，２０1５年度から
「解剖学および解剖学実習」において反転授業を行い，
授業内外の学修の組織化を試みた。本研究では，反転授
業導入の効果と学生の反応，および改良のために考慮す
るべき点を報告する。
方　法
1 ．授業と実習：全体のデザイン
　２０1３-２０1６年度の富山大学医学部医学科二年次生の
「解剖学および解剖学実習」の学生（４４６名）を対象と
した。「解剖学および解剖学実習」は反転授業・実習と
講義からなり，その内容は図 ２ の通りである。コース開
始時にオリエンテーションを行い，コースの構成を説明
し，予習が必須であることを伝えた。 9 週間にわたり，
部分があるため，ALとはかけ離れた分野と考えられる
ことも多いが，能動的な探索を通じてヒトの正常構造の
理解を試みる解剖学実習はALとの親和性が高い7）。実
習室での探索を充実させ，理解を定着させるためには，
予習と復習（授業外学修）が重要だが，これまで授業外
学修は学修者の自主性に委ねられることが多かった。肉
眼解剖学実習をAL実践の場として活用するためには，
授業内だけでなく授業外まで含んだ形で，包括的に学修
を組織化したカリキュラムの設計が必要である。
　“Invertedclassrooms”または“Flippedclassrooms”
はLageら（２０００）がその原型を発表したALの一形式で
あり8），下記のように授業と授業外学修の役割が反転し
ていることから，「反転授業」と訳され広く知られるよ
うになった9）。反転授業において学修者は，ビデオ教材
などの補助教材1０）による授業外学修で基本的知識の修得
をあらかじめ済ませ，授業に臨む。授業では，従来のよ
うな知識のインプットは行わず，応用問題の議論や協同
解決といった対話的活動，すなわちアウトプットの活動
を行う11）。このように反転授業では，授業外学修で修得
した知識を，対面的授業を通じて活性化し，理解を深め
る（図 1 ）。反転授業の体系的な実施が可能になった背
景には，ICT（information-communicationtechnology）
の発展がある。インターネットの普及と情報転送容量の
拡充に伴って，ビデオ教材の配信と視聴が可能になっ
た。CourseraやedXなどの大規模公開オンライン講座
（MassiveOpenOnlineCourse，MOOC）も 開 講 されて
図 1 　 反転授業と従来型授業の比較（A）従来型の授業では教室で知識の提供が行われる。（B）反転
授業では教室外の授業外学修で知識を習得する。
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では著作権の問題を回避するために，ホワイトボード上
に教員が図表を描いて説明した。説明の最後には各日の
実習の「剖出と理解度の到達目標」を静止画で提示し
た；同じものは実習説明（印刷物）の中にも示されてい
る。実習のポイント解説（ビデオ教材）は広く周知した
が，利用を義務付ける働きかけは行わず，ビデオ教材を
利用して予習を行うか，利用せずに予習を行うかは学生
に委ねた。
３ ．各日の実習のデザイン
　従来型の実習（２０1３-２０1４年度）の流れを示した（図
３ A）。
（ 1 ）授業外学修（予習）：印刷物のみを授業外学修資
料として提供した。
（ ２ ）実習：冒頭の挨拶と黙祷を行った。 1 名の教員が
実習の段取りや基本的知識について1５分から３０分間の講
義を行った。説明の後，不明点や質問を学生に求め，あ
ればその場で全体に対応した後に， ４ 名の教員がサポー
トして実習の作業を行った。
（ ３ ）授業外学修（復習）：復習を組織化する仕組みは
用意されていない。
　反転授業を行った実習（２０1５-２０1６年度）の流れを示
した（図 ３ B）．
（ 1 ）授業外学修（予習）：印刷物とビデオ教材の ２ 種
全３7回の実習を行った。実習の進行に合わせた内容の講
義を 9 回行った。実習中に ３ 回の口頭試問を行い，実習
の進行や学修内容のチェックと評価を行った。実習終了
後には，解剖学実習を基盤とした統合型カリキュラムに
おける能動的学修（解剖学セミナー）を行ったが，その
詳細は既に報告したので，本稿では述べない7）。実習に
関して以下に示す二種類の授業外学修資料を提供した。
２ ．授業外学修資料
授業外学修資料 1 ：実習説明（印刷物）
　解剖学実習の各日の内容・手順・剖出と理解度の到達
目標を記載した印刷物を作成し，配布した。実習説明
（印刷物）には進行の手順が詳細に記載されていたので，
利用せずに実習を行うことは不可能であった。
授業外学修資料 ２ ：実習のポイント解説（ビデオ教材）
　各日の内容・手順・剖出と理解度の到達目標のポイン
トを解説した1０分程度のビデオ教材を３２本作成した。
Moodle上に「解剖学および解剖学実習」のコースを作
成し，これらのビデオ教材をアップロードする場を構築
した。学生がパスワードによるログインを経て，学内外
からパソコン，タブレット端末，スマートフォンを利用
して，視聴する環境を作った。各日の実習内容に合わせ
てビデオ教材を作成したが，その中には知識の解説と疑
問の喚起を意図したものの両方が含まれた。ビデオ教材
図 2 　 富山大学医学部医学科二年次の「解剖学および解剖学実習」のカリキュラムの要約図　冒頭
にコース全体のオリエンテーションを行い，コースが（ 1 ）ビデオ教材を配信する形式の反
転授業，（ 2 ）少人数グループ形式の実習，と（ 3 ）講義，からなることを説明する。実習の
各日に対応した32本のビデオ教材を作成してMoodle上で視聴する反転授業を行う。
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した。その後，各カテゴリーの中で評価内容を質的に分
析した。２０1６年度の学生（1０9名）については，（ ４ ）
Moodleの視聴履歴を解析し，実習一回あたりの利用率
および実習全体を通じて各学生が利用した回数を調査し
た。
５ ．倫理的配慮
　本研究は富山大学において，人を対象とし医療を目的
としない研究倫理審査委員会の審査を経て承認された
（整理番号：人２8-２６）。調査対象者（学生）に対して，
調査内容の公開を拒否しても不利益が生じないこと，同
意してもデータを使用する場合には個人を特定できる内
容は含まないことを説明し，同意が得られたものを利用
して解析した。個人が特定されるような記述はなかった。
結　果
1 ．Gagneによる 9 教授事象に対応した比較
　反転授業を実施した解剖学実習を，Gagneによる 9 教
授事象と照らし合わせて記載した（表 1 ）1４）。
２ ．実習の実施
　反転授業を導入した２０1５-２０1６年度は，実習開始時に
不明な点と質問を求めた。実習が始まった当初には質問
はなかったが，実習回数を重ねるにつれ，少ない頻度で
質問があった。実習の進行についての口頭の説明は行わ
なかったが，実習中は作業に伴って多くの質問と議論が
行われ，各日の進行について従来との違いはなかった。
類の授業外学修資料を提供した。
（ ２ ）実習：実習の冒頭に挨拶と黙祷を行った。当日の
実習の段取りや基本的知識の講義を行わなかった。予習
での不明点や質問を学生に求め，あればその場で全体に
対応した後に， ４ 名の教員がサポートして実習の作業を
行った。
（ ３ ）授業外学修（復習）：復習を組織化する仕組みは
用意されていない。
　このほかの要素（実習の期間や回数と内容，講義の回
数と内容，口頭試問の回数と内容，および実習終了後の
統合型能動的学修）は同じである。
４ ．評価と解析
　全ての実習が終了した後に，無記名でコースについて
の調査を行った。反転授業が授業外学修に及ぼす影響を
調べるために，（ 1 ）対照群（反転授業を行わなかった
２０1３-２０1４年度）と反転授業を行った群（２０1５-２０1６年度）
の授業外学修時間の平均値を，R（version３.３.1）を用い
て対応のないt検定によって比較した。反転授業群につ
いては，（ ２ ）ビデオ教材が役に立ったかどうかに関す
る ５ 段階評価と（ ３ ）ビデオ教材に関する自由記載の解
析を行った。直筆の記載内容すべてに目を通し，記載に
含まれる単語を手がかりに，授業外学修（予習・復習，
見返す，などの単語），ビデオ教材の中の要素（ホワイ
トボード，説明，などの単語），要望など（〜して欲し
い，などの単語）にカテゴライズして抽出した。一つの
記載の中にこれらの単語が複数含まれる場合は内容を判
断し，必要があれば単語を含む文章ごとに分割して抽出
図 3 　 「解剖学および解剖学実習」の各日のスケジュール（A）従来型実習におけるスケジュー
ル。従来型の実習は授業外学修資料として印刷物が提供され，それに基づいた授業外学
修を行う。実習開始時に教員による講義を行う。（B）反転授業を行う実習におけるスケ
ジュール。授業外学修資料として印刷物とビデオ教材（反転授業）が提供され，それら
に基づいた授業外学修を行う。実習開始時の講義は行わない。
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の割合は1６.３±1.8％で，最大は実習初回の利用率の
６1.５％，最小は実習1０，３２回の1.8％であった。全てのビ
デオ教材を利用した学生の割合は1.8％で，7５％以上（３9
回のビデオ教材のうち３０回以上）を視聴した学生は
19.３%，５０％以上（２０回以上）を視聴した学生は３9.４%
だった。
　利用者が多かった実習日18，19では内容に知識の解説
が多く含まれていた。その他の利用者が多かった日にお
３ ．Moodleの視聴履歴による授業外学修の解析
　図 ４ に２０1６年度の実習における各日のビデオ教材の利
用率を示した。実習を通じての利用率の平均値は４1.7±
２.５％（mean±S.D.，n=1０9）であった。実習の進行につ
れて利用率は漸減した。利用率のばらつきは大きく，最
大は実習初回の利用率で89.０％，最小は実習２２回の
1４.7％であった。
　各日の実習の説明を二度以上繰り返して利用した学生
表 １ 　Gagneの 9 教授事象から分析する，反転授業を行う教授方略と従来型の教授方略の比較
9 教授事象
反転授業を行わない
従来の方法での
該当箇所
反転授業を行った方法での
該当箇所
1 ．学修者の注意喚起 含まれない これまでとは違う学修方法（Moodleによるビデオ教材）を提示する
2 ．授業の目標提示 授業外学修用教材（印刷物）で構造の探索という目標を明確に提示する
授業外学修用教材（ビデオ教材・印刷物）で
構造の探索という目標を明確に提示する
3 ．前提条件の想起 授業外学修用教材（印刷物）の中に学修の前提条件を含む
授業外学修用教材（ビデオ教材・印刷物）の
中に学修の前提条件を含む
4 ．新事項の提示 授業外学修用教材（印刷物）の中で構造名や構造の相互の関連性を提示する
授業外学修用教材（ビデオ教材・印刷物）の
中で構造名や構造の相互の関連性を提示する
５ ．学習指針の提示 授業外学修用教材（印刷物）の終わりに剖出と理解の到達目標を提示する
授業外学修用教材（ビデオ教材・印刷物）の
終わりに剖出と理解の到達目標を提示する
６ ．練習の機会 授業時間（実習時間）は説明時間と演習時間から構成される 授業時間（実習時間）は全て演習時間となる
７ ．フィードバック
授業時間（実習時間）中に教員から，または
学生同士でフィードバックを得ることができ
る
授業時間（実習時間）中に教員から，または
学生同士でフィードバックを得ることができ
る
８ ．学修成果の評価 口頭試問と試験によって客観的な評価を行う 口頭試問と試験によって客観的な評価を行う
9 ．保持と転移
含まれない。保持は実習後の授業外学修に依
存する。転移は他の科目の学修とその内容に
解剖学の学修内容（ヒトの構造）を適用する
ことに依存する
含まれない。保持は実習後の授業外学修に依
存する。転移は他の科目の学修とその内容に
解剖学の学修内容（ヒトの構造）を適用する
ことに依存する
図 4 　 Moodleの視聴履歴　2016年度の実習における各日のビデオ教材の利用率を示す（n=109）。実習を通
じての利用率の平均値（41.7％），最大値（89.0％），最小値（14.7％）を矢印で示す。実線は各日に
一回以上視聴した者の割合で，点線は 2 回以上視聴した者の割合である。
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称群と反転授業群の授業外学修時間の平均値に有意な違
いは認められなかった（F２11，199=０.9０３，p-value=０.４６５）
（対応のないt検定；t=1.３1６，p-value=０.189）（図 ５ B）。
５ ．学生による反転授業の評価
　反転授業を行った２０1５-２０1６年度の学生に，ビデオ教
材についての ５ 段階評価を求めた。 ２ 年間に有意な違い
は 観 察 されなかったので， ２ 年 分 をプールした
（n=２０２）。8６.1%の学生が「非常に役立つ」あるいは「役
立つ」と評価した。０.５%が「どちらかと言えば役に立た
ない」と評価した。「全く役に立たない」と評価した学
生はいなかった。1.５％が回答しなかった（図 ６ ）。
６ ．自由記載
　自由記載の内容は（ 1 ）予習，（ ２ ）復習，（ ３ ）図，
（ ４ ）指摘・要望の ４ カテゴリーに分類された（表 ２ ）。
（ 1 ）予習：「実習のポイントを理解してから実習書を読
むことができ」「予習を効率よく行えた」という意見が
いても，知識の解説が多く含まれる傾向があった。一方，
利用者が少なかった実習日 ６ ，1０，1６，２２，２9，３1は討
論日であり，実習日11，２３，３２は口頭試問で，いずれの
ビデオ教材にも知識の解説は含まれていなかった。
４ ．授業外学修時間
　反転授業を実施しなかった２０1３-２０1４年度を対照群と
し，実施した２０1５-２０1６年度を反転授業群として授業外
学修時間を比較した。図 ５ Aに授業外学修時間に対する
学生の割合の分布を示した。授業外学修時間は，対照群
と反転授業群の双方で一日当たり ０ 時間から 8 時間に分
布した。従来の方法で授業を行った２０1３-２０1４年度の ２
年間に有意な違いは観察されなかったので， ２ 年分を
プールした（n=２1２）；対照群の平均値は２.３２±1.３０時
間（mean±S.D.）であった。反 転 授 業 を 取 り 入 れた
２０1５-２０1６年度の ２ 年間に有意な違いは観察されなかっ
たので， ２ 年分をプールした（n=２００）；反転授業群の
授業外学修時間の平均値は２.1３±1.３7時間であった。対
図 5 　 対照群と反転授業群の授業外学修時間の比較　（A）授業外学修時間の割合の分布。対照群（n=212）と反
転授業群（n=200）。（B）授業外学修時間の平均値の比較。エラーバーは標準誤差を示す。有意な差は認め
られない（対応のないt-test，p-value=0.189）。
図 6 　 履修者による反転授業の評価　86.1%の学生が「非常に役立つ」あるいは「役立つ」と評価した（n=202）。
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多く見られた。
（ ２ ）復習：「予習にも復習にも使えてとても良かった」，
「何度か見返せるのでとても良かった」，「口頭試問の前
に観ると今までやってきたことを容易に思い出すことが
できた」など，説明を復習にも活用していたことが確認
された。
（ ３ ）図：「ホワイトボードの絵が簡易でわかりやすかっ
た」，「（説明が）簡潔でわかりやすかった」などの内容
についての記載があった。
（ ４ ）指摘・要望：「手引きとテキストがあるので，さら
に動画である意義がある内容が欲しかった」との意見が
あり，「解剖学的な構造と疾患の関連性がわかるような
説明を増やして欲しい」，「もう少し具体的に，解剖方法
について説明して欲しい」との意見があった。また，「上
半身と下半身で解説に偏りのある回」がある，「動画を
観ると予習に偏りが出てしまう」などがあった。
考　察
　Gagneによる 9 教授事象の表を用いた解析から，従来
の方法に比べて「 1 ．学修者の注意喚起」と「 ６ ．練習
の機会」が改められている上に，「 ２ ．授業の目標提示，
３ ．前提条件の想起， ４ ．新事項の提示， ５ ．学習指針
の提示」において新しい要素（授業外学修資料（ビデオ
教材））が付け加えられたことがわかる。以下では，そ
の影響を考察する。「 9 ．保持と転移」は解剖学および
解剖学実習のコース内だけで対応することは困難であ
り，他の科目を含めた全体のカリキュラムに依存するこ
とがわかる。
表 2 　反転授業についての自由記載
（ 1 ）予習
・どうしても時間の都合で見られないこともありましたが，理
解する上でも解剖を行う際にも，役立ちました。
・要点が分るので，そこを中心に学習できた。
・予習を効率よくできた。
・動画で大切な所を示してくれるのは非常に助かりました。
・実習前に説明を聞くことで，実習の予習が行いやすかった。
・先生の説明を聞いてから予習・復習するとしないのとでは理
解度が全く違いました。
・その日の概要や要点が良く理解できました。
・今日やることのまとめみたいな感じで簡潔でわかりやすかっ
たです。
・毎日の目標を明確にできて良かった。
・どこが重要なのかよくわかった。
・実習書を読むよりも頭に入って来やすいので，良い試みだと
思う。
・説明動画は分かりやすくて，勉強の足掛かりにしやすかった。
・事前に注意すべき点，特に特によく見るべき点がわかって良
かった。
・手引き書だけでは理解しにくい部分の理解に役立った。
・大切な神経や動脈の流れなどが，先に知ることができて良
かった。
・実際にご献体を見る際に，どこに注目するのかがわかりやす
かった。
（ 2 ）復習
・はじめは実習の剖出作業とリンクさせるのが難しかったが，
次第に慣れて活用できるようになった。実習前のみならず，「後
も」観直すと，より理解が深まる。
・復習で使うと非常に良かった。
・予習だけでなく，復習で前回分を見ることで，要点が整理で
きた。
・動画は予習にも復習にも使えてとても良かったです。
・動画は何度か見直せるのでとても良かったです。
・毎回の実習のポイントを理解してから実習書を読むことがで
きたし，口頭試問の前に観ると今までやってきたことを容易に
思い出すことができた。
（ 3 ）図
・ホワイトボードの絵が簡易で逆に分かりやすかった。
・先生の白板に書いてくださっている図がいつも分かり
やすかったです。
・ホワイトボードの絵が小さくて見づらい。パソコンで
見た時にもっと大きくしてほしい。
・ホワイトボードの図を何か別の方法でも見ることがで
きると，より理解しやすいです。
（ 4 ）指摘・要望
・役立ちました。ただ，白板の図を毎回静止してメモす
るのが大変でした。図だけでもMoodleにあげてほしい。
・デバイスによるが，ホワイトボードの青と黒の判別が
つきにくい。
・先生の後ろに描いてあった図などを動画の最後にでも
写して欲しいです。
・板書をする為に，ホワイトボードのみを写し出すコマ
があれば良いと思った。
・聞き取りにくいことがあった。
・上半身・下半身の解説に偏りのある回が何回かあった
ので，どちらも同じ程度詳しくしてもらえるとありがた
いです。
・深く予習をすると，説明は平坦である一方，動画を見
ると予習に偏りが出来てしまう。
・大体の流れは補足説明書で分かるので，あまり詳しく
説明しなくても良いと思った。顔面神経の走行の部分な
どのように，具体的な説明があるともっと役に立つし面
白いと思う。
・もう少し具体的に，解剖方法について説明して欲しい。
・手引きとテキストがあるので，さらに動画である意義
がある内容が欲しかったです。
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（図 ５ B）。異なった期間における学修時間を調査して
いるので，直接に比較することはできないが，私達の調
査から得られた授業外学修時間は充分に大きいとみなす
ことができ，従来から学生は，解剖学実習に際して多く
の授業外学修を行っていたと考えられる。
　従来型実習においても授業外学修用の資料（実習説明
の印刷物）を配布していた。印刷物には実際の作業内容
が記されており，学生はあらかじめ印刷物を読み，作業
のイメージを作って当日の実習に臨まなければならな
い。実習は少人数グループで行われ，剖出作業は対象に
対する能動的な働きかけであるので，予習を行わないと
作業が困難になる。このように，従来型実習においても，
コースの構造の中に授業外学修を促す環境と能動的な活
動が埋め込まれていたため，学生は多くの授業外学修を
行っていたと考えられる。その結果，従来型実習と反転
授業を行った実習における授業外学修の長さに有意な差
が認められなかったと考えられる。しかしながら，反転
授業が授業外学修に及ぼす効果は乏しいと結論づけるの
は早計である。次項では授業外学修の質に及ぼす効果を
検討する。
４ ．反転授業が授業外学修の質に及ぼす効果
　8６.1%の学生がビデオ教材は「非常に役立つ」あるい
は「役立つ」と評価した（図 ６ ）。アンケートの自由記
載では，予習すべきポイントを把握するために役立った
という記載が多かった（表 ２ ）。実習の冒頭の講義でポ
イントを伝える場合には，その内容に基づいた授業外学
修をすることは不可能だが，配付資料の内容を補完して
要点を述べる反転授業は授業外学修の質を高める効果が
あったと考えられる（Gagneによる 9 教授事象「 ２ ．授
業の目標提示，３ ．前提条件の想起，４ ．新事項の提示，
５ ．学習指針の提示」の改善）。また，予習すべきポイ
ントの把握は，効率の良い予習をもたらした可能性があ
る。このことは，従来型実習と反転授業を行った実習の
間で授業外学修の長さに差が見られなかった（図 ５ B）
ことを説明する，一つの要因かも知れない。さらに，ビ
デオ教材は予習の補助教材としてだけでなく，復習にも
利用され，授業外学修において活用されたことが示唆さ
れた（表 ２ ）。
　Moodleの視聴履歴を用いて学修動向を解析した結果，
ビデオ教材の利用は実習の経過につれて徐々に低下した
が，その中にも変動があった。利用が多かった日があり，
学生が繰り返して視聴することもあった（図 ４ ）。反復
視聴の多かったビデオ教材の内容は，知識の解説を主と
したものであった。詳細な説明を行ったため，繰り返し
視聴する学生が多かったと考えられる。このことから，
ビデオ教材を繰り返し視聴できる環境の提供は，予習だ
けでなく，復習も含めた授業外学修の包括的な補助に役
立つことが示唆された。
1 ．ビデオ視聴率の動態
　本研究では授業外学修資料（ビデオ教材）の視聴を義
務付けなかった。そのため，Moodleの視聴履歴は，学
生の真の視聴動態を反映したものと見做し得る。実習の
進行につれてビデオ教材の利用率は漸減した（図 ４ ）。
実習の後半では，学生は精神的にも肉体的にも疲弊する
ので，予習や復習などの授業外学修も減弱したことを反
映していると考えられる。実習を通じての利用率は，最
大が89.０％で最小が1４.7％，全体の平均値は４1.7±２.５％
であった。過去の報告では，予習などへの促しが弱い場
合の予習率は２０〜３０%となることが示されており1５），今
回の結果は，利用を義務付けなかった条件としては良い
成績を修めたといえる。解剖学実習は，学生にとっては
初めての医学生らしい実習であり，理解するべき概念や
覚えるべき用語の数も多い。このため，視聴の義務付け
がなくても，学修の指針を求めて，学生が積極的に視聴
しようとした形跡と捉えることができる。
２ ．反転授業と実習の実施
　対面授業中にビデオ教材の内容を再度説明すると，例
外なく学修者が事前学修の意義を失い，反転授業が成立
しなくなることが報告されている1６）。そこで，本研究の
反転授業型実習では説明を行わずに作業に入ったが，実
習の進行に影響はなかった。この点については二つの理
由が考えられる。第一は反転授業が説明を置き換えたの
で，問題が生じなかったことが考えられる。第二は実習
のポイントを直前に説明しても，その内容に基づいて授
業外学修を行う時間はないので，従来から行われていた
冒頭の説明に大きな効果はなかった可能性がある。この
二つが複合している可能性も考えられる。従来行ってい
た冒頭の説明時間が節約されたので，能動的な活動時間
は実質的に増加した（Gagneによる 9 教授事象「 ６ ．練
習の機会」の改善）。
３ ．反転授業と授業外学修時間
　反転授業には授業外学修を実質的に促進する効果が期
待されている17）。しかし，ニューヨーク市立大学が解剖
学・生理学への反転授業の導入を試みた際には，実習室
内での学生のパフォーマンスについては調査している
が，授業外学修に関する質的・量的な調査は行っていな
い1３）。したがって，解剖学実習の授業外学修に対して，
ビデオ教材などの導入がどのような効果を持つのか，い
まだ明らかになっていない。そこでまず，従来型実習と
反転授業を行った実習の間で授業外学修の長さを比較し
たが，有意な違いは認められなかった（図 ５ B）。これ
までの調査では，医歯薬系の学生の一週間当たりの予
習・復習時間は 1 〜 ５ 時間または平均３.8時間と報告さ
れている18）19）。本研究における従来型実習の授業外学修
時間は一日当たり２.３２時間（２０1３-２０1４年度）であった
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は ４ 名からなる実習班としてその枠組みが準備されてい
た。実習時間中に教員から，または学生同士でフィード
バックを得ることができるので，学修コミュニティーと
して機能させることができた。能動的な活動を介した内
化と外化の往還は知識を活性化し，学修を深いものに変
えると言われている。これに対応して，実習期間中に行
われる口頭試問は教員と学生グループの対面型で行わ
れ，学生は学修内容を表現することが求められるので，
コースには学修内容を外化する機会が準備されている。
実習終了後に，解剖学実習を利用した統合型のALを実
施し，プレゼンテーションを行うことで，さらなる外化
の機会となり，学修の強化に寄与すると考えられる7）。
このようなコースの構造の中で反転授業を行うことで，
授業内外の学修を結ぶ仕組みを組織化できると考えられ
る（図 7 B）。以上のことから，反転授業はコースの組
織化とALの実現のために有用な手段であると考えられ
る。
６ ．本研究が明らかにする反転授業の効果と課題
　コース全体に反転授業を実施することで，ビデオ教材
の利用率の推移を観察することができた。実習の後半に
なるにつれビデオ教材の利用率が漸減したことは，視聴
を止めた学生がいたことを示しており，脱落した場合に
は授業外学修の差が生じると考えられる。反転授業につ
いては「事前に学修する人としない人の間に差ができ
て，不平等に感じてしまう」という学生の反応も報告さ
れており，反転授業においても他の教育方法と同じく，
学ぶ意思のない学修者には効果を発揮しないとの指摘が
ある1６）。学修者のモチベーションを維持することは重要
　また，授業外学修の質に及ぼす効果として特記すべき
点の一つに，２０1６年度に学生が自発的にビデオ教材を作
成して公表したことが挙げられる。このビデオ教材は，
翌年から授業外学修資料としてMoodleにアップロード
され，利用されている。このことは，反転授業の実施に
よって授業外学修の質が向上するだけでなく，学生の能
動的な取り組みをも喚起できることを示している２０）２1）。
ビデオ教材をアップロードする場の構築は，それ自体が
ALを活性化する機会になり得るのかも知れない。
５ ．学修を組織化するための反転授業の道具的有用性
　従来型の授業では，授業外自修は学修者に委ねられて
おり，講義や実習と授業外学修を結びつける方法は考慮
されず，組織化されることはなかった（図 7 A）。授業
内容を動画にして配信するという初期の試みでは， 1 時
間以上にわたる講義の全体をそのまま録画して配信して
いた。現在でも，このような講義を動画サイトなどで観
ることができる。しかしAmreshら（２０1３）は，質の高
い教材でも長時間だと，学生が視聴を面倒に感じる傾向
があると報告している２２）。評価の高い教員による評判の
講義を大学が選んで教材にしているにも関わらず，それ
は冗長で視聴に過大な忍耐を必要とする。反転授業を行
う際には授業全体のコース設計をまず整え，その上で
コースに見合った最小限の内容を補助教材として提供す
るよう，注意しなければならない。
　反転授業は知識をあらかじめ学修者に提示することで
学修の内化を促進すると考えられる。ALでは，能動的
な作業や議論を行う学修者間の相互作用の場としての学
修コミュニティーの形成が重視されているが，本研究で
図 7 　 従来型と反転授業を取り入れた場合の，コース設計の比較　（A）従来型の模式図。授業外学修は学修
者に委ねられていて，講義・実習と授業外学修を結ぶ学修の仕組みはない。（B）反転授業を行った模式
図。反転授業は講義・実習と授業外学修を仲介するので，全体を結びつける学修の仕組みを作ることが
できる。
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た。
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